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リー形式で校舎

全体及びプール

等を一巡した。

午後からは、４

年生以上の児童

により見学した

ことを1探検マツ

児童への建築教育の可能性に関する研究

「パッシブなエネルギーを利用した学校探検

ワークショップの実践」

日本大学工学研究所本多和忠

１はじめに

本研究は平成７年度からの継続研究であり、児

童・生徒及び一般の人たちに｢建築｣の面白さを知っ

てもらうとともに、人工環境から学ぶと言う視点

で、学校教育における建築牧育の可能性をさぐる

ことを目的としている。

プ」という形にまとめる作業をし、疑1111点などを

明らかにするとともに、出来上がった「探検マッ

プ」を互いに評価しあう活動を行った。

３結果・考察

４年生以上58名対象に実施した「学校」に関す

る事前テストとＪ１I後テスト結果では明らかに事前

テスト正答率よりも事後テスト正答率の方が高く

なっている。正答率の低かった設問は、児童にとっ

て、手に取ったり触れたりするなどの体感する事

の出来ない「空気」の役割や使われ方を理解する

設問であった。今後、他教科とのつながりの中で、

教師との連挽のもと指導の手立てを検討する必要

があるが、今回の学校探検を「きっかけ」に自分

たちの身の回りの環境への理解が深まったことが

感想文から読み取ることができた。

学校探検により「学校」という建物を教材の一

部として取り入れ、児童がバヅシプなエネルギー

を菰極的に利用する方法を理解した点で本プログ

ラムは有効に活用したと思われる。

２実践内容

本実践では「総合的な学習の時間」のテーマと

して文部省が掲げた「国際理解」「情報」「環境」

「柵祉・健康」の中の「環境」についてとりあげ、

環境に配慮して股計・施工された「学校」という

建物を教材の一部として取り入れ、児危がパッシ

ブなエネルギーを積極的に利用する方法を理解し

た上で、よりよく住まう方法を工夫したり、他の

教科の学習へと発展させたりすることができるこ

とをねらいとする。

実践の概要として、表－１に実践の様子がわか

る小学校の見学プログラムを示す。

全校生（108名）による活動となり、午前中は

「学校」を理解するために、学校内を探検し、そ

れぞれのポイントで建築学科の学生から校舎にＩＨＩ

する説明を聞き、クイズを解きながらウオークラ

表一］二本松市立原瀬小学校見学案
ｌ見学日時平成12年10月30日（月）

２見学の目的

○０Ｍソーラーを取り入れた字相麓殴

学する。

○パッシブなエネルギーを利用する方

理解した上で稲極的に学校を活用す

法を摂る。

○項坦鞍商の一国として「字画を敬

一餌として活用する。

３見学の方法

○ウオークラリー形式でポイントをま

クイズを解くことで施設の榎要を知

○蒙検マップづくりを通して．学校頂

ついての輿嫁を高める。

４見学の対象
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